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カキ果実の発育および成熟に伴う‘樹体要因’とその役者jに関する研究

審査結果の要旨（2, 0 0 0字以内）

ある種のクライマイクテリック型果実において，樹上の葉から成熟やエチレン生成を阻害する

物質が供給されるとしづ報告がなされている．本論文は，この「樹体要困jすなわち「樹体エチ

レン阻害要因Jをカキ樹において調査しとりまとめたものである．とくにエチレン生成の低下に

伴う生育段階の進展と「樹体エチレン組害要因Jとの関係を調べるとともに カキ幼果における

f樹体エチレン阻害要因Jの同定を試みており．葉からの光合成同化産物と葉の蒸散による水

の果実内への転流が，何らかのシステムを通じてエチeレン生成を制御していることを明らかにし

た．研究の結果は以下のように要約される．

1. カキ果実の発育および成熟に伴う生理的変化

6月から 7月に採取の若い果実では，エチレン生成量は極めて多かった．未熟期後期から成熟

期では，採取後，エチレン生成はほとんど認められなくなり，明瞭なピークを示さなくなった．

ヘタの脱落は幼果期に限られ， 9月初旬の未熟期から成熟期の果実では，採取後のヘタの脱落は

全く認められなくなった，その代わりに，比較的長い期間貯蔵すると，果色と果実の軟化が進行

するようになった．

過熟期では，やや硬い果実はエチレンをほとんど生成しなかったが，ゼリー状の熟柿では，内

部エチレン濃度は0.6ppm 程度の比較的高い値を示した．

2. カキ果実におけるエチレン生成の低下に伴う生育段階の進展と f樹体エチレン阻害要因j の

影響の変化

未熟期後期の 1/3 切断果実において，葉が着生することで，エチレン生成系酵素（ACC 合成酵

素と ACC 酸化酵素）遺伝子の発現が抑制された．とくに果実内部においてその傾向が顕著で、あっ
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果実のエチレン生成および生理落果と果実軟化の進行は葉が着生することによって、すなわち

f樹体エチレン臨害要因jによって抑制された．また果実の生育と成熟が進むにつれて、「樹体エ

チレン阻害要因Jの効果が明瞭でなくなった。このことはカキ果実のエチレン生成能力が生育に

イ半って低下することと関連するものと考えられる。



3. カキ幼果における樹体エチレン盟害要因の同定

「樹体エチレン阻害要因jが葉中のどの物質に相当するのかを調べるために採取した‘平核無’

幼果において，葉の粗抽出液（エタノール抽出後リン酸緩衝液に溶解）と異なる極性で分けられ

た3つの葉の抽出直分（ヘキサン，酢酸エチノレと水面分）および4つの植物ホルモン（アブシジ

ン酸，ジベレリンA3，インドール酢酸とゼアチン〉の果肉への浸透処理は，内生エチレン生成を

抑制しなかった．このことから，期待された「樹体エチレン阻害要因Jは葉の抽出液に含まれな

いか，間接的に働いているものと考えられた．カキにおいては，「樹体エチレン阻害要因Jは葉中

の物質が直接エチレン生成系を制御するのではなく，むしろ光合成同化産物の転流や水供給のよ

うなある種の動きを伴う物理的作用が「樹体エチレン担害要因Jとして働くのかもしれない．

そこで，どのような要因がエチレン生成ならびに落果を制御しているのかを検討した．すなわ

ち， 3-(3,4 －ジクロロブエニノレ）－1, 1－ジメチル尿素（DC班j；特異的光合成阻害剤）施用処理と摘葉

処理が光合成速度，蒸散速度，茎流，落果およびエチレン生成に及ぼす影響を調査した．水の流

れを維持したが光合成産物の転流を抑制したDC前処理では落果率が処理後 10 自で67覧に達した．

このことから，光合成同化産物の転流は落果を遅延させる重要な要因である可能性が示唆された．

光合成産物の転流，水の流入とも抑制した摘葉処理は，顕著に落果を促進し， DC組j区よりも平均

して 2日落果が早く起こった．以上のことから，カキ幼果において果実への光合成同化産物の転

流ならびに水の流入が，エチレン生成の誘導を担害することで落果を抑制していることが示唆さ

れ，カキ幼果における「樹体エチレン阻害要因Jは光合成同化産物と水の果実内への流入が，何

らかの形で、エチレン生成を制御することで発現しているものと思われた。

以上のように，本研究はカキ樹における「樹体エチレン阻害要因Jの可能性を示唆したもので

あり，成熟果実においても，その品質および収穫後の貯蔵性を向上させるために有益な知見を与

えるものと期待される．これらのことから、本論文が学位論文として十分な価値を有するものと

判定した。


